
町の世帯と人口
（12月1日現在・住民基本台帳）
（ ）の数字は前月比

・世帯数　10,374世帯   (   0) 
・人口　　25,090人　   (-14)
  男 12,482人（-8）   女 12,608人（-6）

あなたの「声」をきかせてください

表
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
違
い
に
気

づ
い
た
で
し
ょ
う
か
。
１
次
産
業
×

２
次
産
業
×
３
次
産
業
＝
６
次
産
業

か
ら
「
×
」
を
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
け

て
み
ま
し
た
。
今
年
は
農
産
物
だ
け

で
な
く
、
６
次
産
業
も
不
定
期
に
取

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
町
の
農
業
に

も
っ
と
興
味
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
今
年
も
気
合
い
を
入

れ
て
記
事
を
書
き
ま
す
。　
　

飯

新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。
新
年

最
初
の
「
広
報
那
須
」
、
今
年
も
た

く
さ
ん
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
１
月
号
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
や

内
容
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
デ
ザ
イ

ン
の
変
更
な
ど
し
て
い
ま
す
。
今
月

の「
お
い
し
い
那
須
め
ぐ
り
」（
30
頁
）

の
取
材
で
は
、
常
に
目
標
に
向
か
っ

て
手
間
暇
か
け
、
自
分
に
し
か
作
れ

な
い
そ
ば
を
追
求
す
る
そ
の
姿
勢
か

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
た
ち
に
し
か
作
れ
な
い
「
広
報

那
須
」を
目
指
し
て
…
。　
　
　

米

卒
業
し
て
何
十
年
と
経
っ
て
い
て

も
、
意
外
と
歌
え
て
し
ま
う
母
校
の

校
歌
。
耳
の
底
、
心
の
奥
に
残
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
昭
和
時
代
に
閉
校

に
な
っ
た
校
歌
の
収
録
で
は（
28
頁
）、

何
度
も
練
習
を
重
ね
、
よ
り
良
い
も

の
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
参
加

者
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

学
校
の
こ
と
、
子
ど
も
時
代
の
こ
と
、

生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
こ
と
。様
々
な

思
い
出
と
結
び
つ
い
て
い
る
校
歌
を
、

地
域
の
文
化
と
し
て
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。　
髙
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　書き初めの大会場は賑わいて
　　　　手を汚す子や顔汚す子や

筆者　前那須歴史探訪館 館長

齊藤 宏壽 先生（湯本在住）
今月のひとこと

地域の身近な情報や、広報「那須」の感想・ご意見をお待ちしています。
お名前と連絡先とともに下記までお寄せください。

九
尾
の
狐
に
関
す
る
こ
の
壮
大
で

妖
し
げ
な
物
語
は
、
あ
く
ま
で
も

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。原
案
は
、
何

時
誰
が
作
っ
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。

江
戸
時
代
に
は
、
物
語
は
完
成
し

て
い
る
。
高
井
蘭
山
の
「
絵
本
三
国

妖
婦
傳
」
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
、

読
者
に
は
そ
の
あ
ら
ま
し
を
す
で
に

紹
介
し
た
。
こ
の
時
代
に
は
そ
の
他
、

単
調
作
の
「
勧
化
白
虎
通
」
、
作
者

不
詳
の
「
悪
狐
三
国
伝
」
、
岡
田
玉

山
の
「
絵
本
玉
藻
譚
」
、
山
東
京
伝

の
「
糸
車
九
尾
狐
」
、
式
亭
三
馬
の

「
玉
藻
前
龍
宮
物
語
」
及
び
「
玉
藻

前
三
国
伝
記
」
、
五
柳
亭
の
「
三
国

妖
狐
殺
生
石
」
等
々
が
あ
る
。

こ
の
物
語
り
は
又
、
紀
海
音
に

よ
っ
て
浄
瑠
璃
「
殺
生
石
」
と
な
り
、

近
松
梅
松
軒
ら
は
、
「
絵
本
増
補
玉

藻
前
曦
袂
」
を
上
演
し
て
人
気
を

取
っ
た
。
歌
舞
伎
に
お
い
て
も
、
鶴

屋
南
北
作
の
「
三
国
妖
婦
傳
」
「
玉

藻
前
尾
花
錦
絵
」
「
玉
藻
前
御
園
公

服
」
な
ど
が
、
江
戸
市
川
座
や
河
原

崎
座
で
上
映
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
昔

室
町
時
代
に
は
、
佐
阿
弥
安
清
に

よ
っ
て
謡
曲
「
殺
生
石
」
が
生
ま
れ
、

能
舞
台
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
怪
奇
な
物
語
が
形
成
さ
れ
る

過
程
の
文
献
を
時
系
列
的
に
あ
げ
る

と
、
平
安
時
代
の
大
江
匡
房
の
記
し

た
「
狐
媚
記
」
に
遡
る
。
こ
れ
は
、

康
和
三
年
（
一
一
〇
一
）
の
平
安
の

都
に
起
き
た
、
狐
に
関
す
る
怪
奇
を

記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
文
末

で
大
江
は
、
殷
の
姐
己
と
な
っ
た
九

尾
の
狐
に
触
れ
、
平
安
以
前
の
日
本

に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

見
て
取
れ
る
と
付
け
加
え
て
い
る
。

そ
の
後
時
代
が
下
が
り
、
室
町
初

期
、
作
者
不
詳
の
「
神
明
鏡
」
、
東

麓
破
衲
の
「
下
学
集
」
、
臨
済
僧
に

よ
る
「
臥
雲
日
件
録
」
等
々
に
、
妖

狐
に
つ
い
て
の
記
述
が
散
見
で
き
る
。

一
つ
の
物
語
と
し
て
ま
と
ま
る
の

は
、
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
に
書

か
れ
た
作
者
不
肖
の
「
玉
藻
草
子
」

で
あ
り
、
こ
れ
が
や
が
て
、
前
述
し

た
江
戸
時
代
の
作
品
へ
と
繋
が
り
、

多
く
の
作
者
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

完
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
殺
生
石
」物
語
考

「
殺
生
石
」物
語
考

物
語
の
考
察

か
っ
こ
う

1

誰にでもニコニコ笑顔
で、テレビのわんわん
が大好き！一緒に踊っ
たり、歌を聴くと手ば
たきをして喜びます。

平成３０年
  １１月３０日
父 母直人さん 成美さん
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（大石）

高久
 陽多


